
日本経済新聞社賞

―ジェラート－

[お店のᴫせ]

人ཱྀ⣙ 1 ୓人の鳥取県南部町にあるジェラート店。

平成 30（2018）年に南部町の地域஺ὶ施設ࠕえんがーのᐩ᭷ࠖに࢝ࣇェス࣌ースが

出来ることをᶵに、pa cherry b.(ࢳࢵࣃェリーࣅー)を出店。௧࿴ 3（2021）年に、2

ྕ店として南部町の」ྜ施設ࢼ࢟ࠕルなんࠖࡪに移動

販売車の店舗 perte(࣌ルࢸ)で出店している。

同店の店୺は、ඖ࣭㹄㹋山陰のアࢧࣥ࢘ࢼーで、話

しᡭとしてのᖜをᗈࡆるたࡵに、ᢡをみて඲ᅜをᕠっ

てዲきなジェラートの食べṌきとライブをᕠった。そ

の⤒㦂の✚み㔜ࡡを⤒て、ࢹࣟࣉューࢧーとしてᓥ᰿

県などྛ地でジェラート店をオーࣥࣉさせてきた。
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ࡋࡇジェラート࡛ᆅᇦ㉳ࠊ࡟ࡻࡋࡗ࠸࡜⏫

[оಅ࠰] 2018 ঺࠯)࠰ 30 (࠰

[売᩿ئᆢ] 15.0 ɜ(4.5 (״

[ʙಅࢼʙ者ૠ] 4.5 ʴ

[փಅ଺᧓] 10:00᳸17:00

[日˞ܭ] உȷ້୴日

[ՠԼನ঺]

ȷジǧȩート   100.0%

[地נᑄ৑ࡃ] ᯓӕჄᙱˢᢼҤᢿထޛࠊ 1087-1 Ƒǜがーの݈ஊϋ

[URLȷSNS] https://pacherryb.com/

[ኺփྸࣞ]

Ɯのထư、お客様、生産者様がΨൢにᇰ᫊にƳるǑƏに。

。たちにとƬて、ƾるさとのᚡচにസるǑƏに̓܇

地؏にఌƟしたジǧȩート作りǛႸਦƢ。
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―ジェラート－

平成 29（2017）年には本場イタリアのジェラート世界大会で入賞を果たす。その後、

夫の故郷、鳥取県南部町で、町からの支援などを受け起業した。

両店舗は、どちらも南部町の公的な施設であり、地域の特産物を使ってジェラート

で地域起こしを目指している。

[お店の経営ノウハウ]

同店のジェラートは、素材の基本とな

る牛乳は鳥取県内の牧場の牛乳を使用。

さらに、トマト、りんご、ブルーベリー、

ゆずなどは、大山の麓の農産物を使う。

農家さんの農作物への思いやストーリ

ーをジェラートにのせて、お客様にご提

供する。

ガラス越しに製造過程が見えるよう

にし、見る人、食べる人を飽きさせない

よう、また、”新鮮さ”という鮮度にこだ

わりその日に製造したジェラートのみを販売している。

日替わりメニューとして出したジェラートはこれまで 200 種類以上にのぼる。

移動販売車の店舗があることから、さまざまなマルシェなどに出店。そこで知った

客が南部町の店舗に買いに来るという良い循環がある。

また現在も山陰放送 BSS ラジオの番組に出演。同店の宣伝は避け、地域の生産者の

代弁者として魅力を伝えているようにしている。話し伝える活動は、多くの食材との

出会いにつながり、地域起こしにつながっている。

上：テイクアウト用のオリジナルバッグ。

発泡スチロール削減のため、持ち帰りの

お客様に推奨している。

左：メニューの看板と券売機。

看板には日替わり種類の他、素材の産地や

生産者の紹介もされている。

作り置きせず、当日作られたものだけが並ぶ

－ �� －
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